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いないが, 病巣が sarcoidosi､Sと全 く同一に見
える｡繁殖型の病像であって,高松の考案した
燐脂質染色陽性の物質が類上皮細胞中に見られ
る｡ これは感染症ではないと考えているOこの
ものは,病巣の出来はじめ,その経過における
- 23-
組織像が,解明されねはならぬが,出来上った
組織は, sarcoidosisと誤って報告された もの
もあるほど酷似するものである｡
●Berylium 中毒は,sarcoid類似の病巣をつ
くるというので有名であるが,斯界 の権威者
Freiman博士より分譲された多数 の症例でみ
ると,最初期の病巣は,肺胞上皮の剥離が著明
で,次で漸次肺胞壁内に結節が形成されるが,
溶出液が肺胞の内外に全 く無 く,従って普通の
溶出性炎症の所見はない｡然し出来上った結節
状病巣は, sarcoid結節と全 く同様であって繁
殖型炎症の-型と考えてよい｡
リンパ腺内には,時に,細網細胞の限局的な
増生をみることがある｡ これは lymphomed-
ularyreticulosisであって,参出性反応がない
ので, sarcoidに類似の像を呈するが, これは
炎症ではない｡infectiousmononucleosisと臨
床的に診断された症例の, リンパ腺では,単核
球様細胞の増生が見られ,これは繁殖型炎症の
の一つと考えるが, sarcoidに比較すると,柄
巣の境界が栴々不鮮明で,繁殖した細胞は類上
皮細胞と少 しく異なり,又,血中に移行するも
のであるから,腫癌に近いものと考えられる｡
giantfolicularlymphoblastomaは, 時には
sarcoidに類似の像を示すこともあるが, 増殖
細胞は類上皮細胞でなく,又,結合織線維細胞
の増殖が伴わないものであるから肉芽性炎では
なく,腫癌的性格のあるものと言ってよい｡
以上肉芽腫の原点に立って,諸種病巣の性格
の解析を試みた｡
